
令和 7年 4月 11日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動の様子の写真

成果物の写真

活動内容の追加コメント

＜目的＞

＜成果＞

　たけの栽培を手伝ってもらっているので、1年通して安定した出荷が出来るようになりました。

・集中してテキパキと動いてくれるの事と、わからない事があれば、すぐに相談しに来てくれるので安心して仕事を任す事

　が出来て、よく働いてくれるので有難いです。

　出来てきたので、継続して携わっていきたいと考えています。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 多機能型事業所　あいおい

住　所 鳥取県東伯郡北栄町江北3854

3111400333

管理者　小谷　紀央

令和7年度電話番号 0858-36-5050

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 （株）元屋創発 担当者名 浜本　喜彦

【課題】

・しいたけの菌床の栽培と販売は、今年より始めたので一年通しての日程がまだ把握できていない為、作業のばらつきがどう

　しても出てしまい、予定通りに進める事が難しかったが、12月より開始して約3カ月経過して、大まかな作業ペースが把握

しいたけの菌床栽培の施設外就労を行う事になる。

人手不足の農業に福祉が関わる事で、一般就労を見据えた利用者さ

農福連携作業

【活動場所】浜本ファーム（施設外就労／東伯郡北栄町弓原603）

【実施日程】令和6年12月中旬～令和7年3月末まで

【実施した生産活動・施設外就労の概要】

当A型事業のひとつであるキムチの製造業務で青パパイヤキムチの開

棚に並んでいるしいたけの菌

床の様子です。棚に並べる作

業も行っています。

【生産者の声】　　　・普段は2名でしていますが、人手が不足している為、手伝ってもらってとても助かっています。

・青パパイヤキムチの共同開発から、「あいおい」さんには手助けをしてもらい、パパイヤの収穫時期が終わる冬場はしい

で、就労に対しての視野が広がって行ったように感じられました。

また、地域社会で色々な年代の方とコミュニケーションする事で、

コミュニケーション能力の向上もおこなえた。

【課題点】どうしても季節性のものであるため、天候や気温に左

右されやすく、予定がずれる事があることです。

んの働く意欲の向上や就労に向けての課題把握を職員が行う良い機

会となり、これらを地域社会で活かす事と、人手不足である農家さ

んの課題解決にも貢献する事が目的です。また、これらの活動が地

域の活性化にも繋がれば良いと考えています。

【結果と成果について】色々な職種を利用者さんへ体験させる事

発時より付き合いのある浜本ファームさんより、冬場にはしいたけの

栽培に取り組まれるとの事で、当Ａ型事業の農福連携班が連携を図り

様式１

再度、棚に戻している作業

しいたけ菌床

菌床の袋カット

しいたけ菌床のゴムの取付けの様子

しいたけ菌床の入っている

袋の周りをカットしている

作業の様子です。

カットした袋にゴムをして

完成です。

袋をカットして出来上がっ

た菌床を棚に戻していく作

業の様子です。


